
川崎市アートセンター  ０４４－９５５－０１０７（９：３０～１９：３０）　http://kawasaki-ac.jp/th/

主催　芸術によるまちづくり・かわさき２０１４実行委員会／川崎市 後援　ＮＰＯ法人しんゆり・芸術のまちづくり
企画・制作　川崎市アートセンター／ＮＰＯ法人ＫＡＷＡＳＡＫＩアーツ

●日程（予定）　２０１４年 7月６日（日）　午後　　※場所は新百合ヶ丘近辺を予定。
●応募条件　新百合ヶ丘での稽古に通える方。
　　　　　　「わが町しんゆり」再演もしくは新作公演、公演にあたっての稽古に参加できる方。
●オーディション内容　体を動かしたり、セリフを読んで頂きます。

①劇団わが町は単発の企画ではなく、長期的に活動しております。ワークショップや稽古を重ね、上記の公演さ
　らにはその先へと続きます。ご理解の上ご応募下さい。
②この劇団員募集は出演者オーディションではありません。出演、スタッフワークなどあらゆる方法で一緒に舞
　台創りに参加することになります。
③応募ご希望の方は裏面にご記入の上、6月２６日（木）必着でご応募下さい。
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オーディションについて

●稽古（予定）　２０１４年９月下旬開始。基本的に週末 1日、公演が近づくにつれ週 3～ 5日。
　　　　　　　　基本時間は週末は午後から、平日は夕方から。出欠は応相談。
●「わが町しんゆり」再演本番　２０１４年１１月１日（土）＠川崎市麻生市民館ホール
　　　　　　　　　　　　　　  ２０１５年１月１１日（日）＠川崎市多摩市民館ホール
●新作公演本番（予定）　２０１５年３月１３日（金）～１５日（日）＠川崎市アートセンターアルテリオ小劇場

公演スケジュール

その他

お問合せ

新百合ヶ丘発・市民劇団＜劇団わが町＞の旗揚げ作品「わが町しんゆり」の再演、さらには新作
公演の上演をみすえ、いずれかに参加する劇団員オーディションを開催。
舞台がお好きな方や未経験者も大歓迎！一緒に舞台を創りませんか？



　●応募締切後、オーディション当日のご案内の資料をお送りします。締切後１週間経っても連絡がない場合は、
　　川崎市アートセンターへお問合せ下さい。
　●劇団わが町への参加費は無料です。

応募締切　２０１４年６月２６日（木）必着
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※学校や習い事の発表会など何でもかまいません。ない場合は「特になし」とご記入下さい。
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オーディション応募用紙

応募ご希望の方は、下記の太枠内に必要事項をご記入の上、郵送またはＦＡＸにてご応募下さい。

　●応募先　川崎市アートセンター劇団わが町オーディション係
　　〒２１５－０００４　神奈川県川崎市麻生区万福寺６－７－１／ＦＡＸ　０４４－９５９－２２００

２０１２年４月よりアルテリオ小劇場が主催する公演を「しん
ゆりシアター」と名づけました。「しんゆりシアター」はリー
ジョナルシアター＝地域劇場を目指します。リージョナルシア
ターとは広い意味での公共の劇場が、プロの俳優・演出スタッ
フを集め、演劇やミュージカルの創造発信を行うことを言いま
す。また、劇場の活動を評価するのは地域住民の方々です。こ
の仕組みを理想とし、私たちは川崎市新百合ヶ丘地域の創造発
信の拠点となる地域劇場を目指します。
＜劇団わが町の公演一覧＞
●２０１３年３月「わが町しんゆり」試演会
　（原作　ソーントン・ワイルダー／翻訳　鳴海四郎／翻案・作・
　構成・演出　ふじたあさや）
●２０１３年６月「わが町しんゆり」本公演
●２０１４年 3月「夢みる人」
　（作・構成・演出　ふじたあさや／作　劇団わが町文芸部）

２０１２年６月に生まれた新しいゆるやかな劇団。劇団員は川崎市
民を中心とした総勢約４０名。年齢制限はなく、現在６～７６歳ま
でのメンバーが所属しています。しんゆりシアターのラインナップ
の一翼を担い、長期的に様々な創造活動を行なっていきます。
劇団を率いるのはふじたあさや氏。１９３４年、東京生まれの劇作
家・演出家。麻生区在住。早大演劇科在学中に『富士山麓〈福田善
之合作〉』で劇作家としてのスタートを切る。放送作家を経て、現
代劇、児童青少年演劇、ミュージカル、オペラなど様々な分野で劇
作家・演出家として活躍。韓国・中国・ロシアなどともコラボレー
ション多数。主な作品に『日本の教育１９６０』『さんしょう太夫
（斎田戯曲賞受賞）』『ヒロシマについての涙について』『しのだづま
考（芸術祭賞受賞）』『ベッカンコおに』『サンダカン八番娼館』『臨
界幻想２０１１』など。川崎市文化賞受賞。元日本演出者協会理事
長。現在アシテジ〈世界児童青少年演劇協会〉世界理事。ＮＰＯ法
人ＫＡＷＡＳＡＫＩアーツ理事長。劇団わが町芸術監督。

http://our-town.jp/

舞台写真：関口淳吉


